
  

主催：Oracle フォーラム実行委員会  
本会は、日本医療研究開発機構委託認知症研究開発事業研究班（代表井手友美）および文部科学省科学研究助成事業研究班
（代表上地玲子）の oracle (オラクル) 研究事業の一部です。 

           
    

2016年 12 月 23 日（金/祝）  

 会場 九州大学医学部百年記念講堂 (福岡市東区馬出 3-1-1) 
13:00開場  13:30~13:50  赤ちゃん体操 
                 13:55~16:10  講演会  (途中休憩あり) 

講演 1. 遊びで育む子どもの力～手作りおもちゃと娘の成長～ 
    村上 喜美子 さん  村上 有香  さん 
 

村上有香さんは、ダウン症がある高校生、そして喜美子さんはそのお母様。有香さんは、
小学生の時からすばらしい詩を書かれて、平成 22 年から５回、NHK ハート展に入選。そ
んな有香さんの能力を最大限に発揮するため、またその時々での課題を克服するために、
喜美子さんは、手作りのたくさんの教材・おもちゃを使ってこれまで療育を実践されてき
ました。実際のおもちゃの展示、有香さんの鋭い感性光る詩の朗読、有香さんと喜美子さ
んのユーモアセンス溢れる日常のやりとりを通して、愛と工夫あふれる子育てについてお
話いただきます。とても明るく楽しく元気になれる時間を共有していただくと同時に、日
常療育での沢山のヒントが得られる講演です。 

講演 2：ダウン症児への多面的療育の取り組みと成果 
COMPASS発達支援センター代表 北田 健二 先生  
 

北田先生は、発達障がい児への療育において、COMPASS発達支援センターを設立され、
現在、言語の獲得を主軸においた基本方針のもと、独自の指導方法で子どもたちの療育に
取り組まれています。ひとつひとつの目標を達成するために、それぞれの子どもと丁寧に
真剣に向き合い、また、隠れた能力を伸ばすために、その子に最も適した手法を組み合わ
せることで、言語によるコミュニケーション獲得を実現しています。今回は、言語獲得を
目指すための様々な取り組み、既存の枠にとらわれない療育手法について、実際の指導風景や発達の様子をご紹
介いただきます。さらには、家族の役割、日々の家庭での具体的な療育方法を中心に、アドバイスをいただきま
す。子どもを中心にすえた大人達の覚悟を実感いただけるご講演です。 

どなたでも参加できますが下記のサイトで申し込みが必要です。 
http://Oracle-Forum.jimdo.com 
電話またはメールでも受け付けます。赤ちゃん体操指導希望の方
は、コメント欄にその旨記載ください。（希望者多数の場合抽選） 

(Email: oracle@ffc-inc.jp    TEL 050-3309-1195) 
  なお、会場に託児はありませんが、お子様連れで聴講できます。 
 

参加 
無料 

 

テーマ：『得られる療育』、ではなく、『今必要だから行う療育』 

特別企画：赤ちゃん体操ライブレッスン 
山陽学園大学総合人間学部生活心理学科准教授 上地 玲子 先生  
 

当日参加される未歩行の赤ちゃんを対象に、実際の赤ちゃん体操の体験ならびに指導実技 
デモンストレーションを行います。 

オ ラ ク ル 


